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Bishop, 2012; Cobb, Gresalfi & Hodge, 2009; 
Empson, 2003; Sfard & Prusak, 2005)．  
ところで，アイデンティティなる語を最
初 に 使 用 し ， そ の 定 義 を し た の は ，
Erikson,E.H. である．Erikson (1968)はアイ
デンティティを定義した際に， William 
James による妻に宛てた手紙  (James, 1920) 


























































































































(2013) の規定は，Bishop (2012) による自己
への意識と，共同体への参加やそこでの役




内容が Erikson (1968) の言うアイデンティ
ティの規定に沿っていることから，Bishop 



















 高橋 (2015) では，高橋  (2013) や高橋  
(2014) における算数数学のアイデンティ




































 湊による一連の研究  (例えば，湊&鎌田，
1997) の系列において，高橋の一連の研究  
(高橋，2013，2014，2015) もまた，暗黙知
の中にあるアイデンティティを扱っている
が，それに先立って Takahashi (2000) は，子






高橋  (2013) は，一名の小学二年生への
インタビュー結果を解釈し，算数が得意な
者であるとの自覚などを，算数数学のアイ






















































ティ  (Erikson, 1968) にも特長や変容があ
る．小学生期から高校生期，大学生期の数
学的アイデンティティの実際を明らかにす





(１) 高橋 (2013) の研究 










































ーを I とした．  
② 参与観察した授業 
 二単元の授業を参与観察した．一つ目の
単元は，かけ算であり，2012 年 10 月 24 日











































ⅰ) 単元かけ算での Waku の活動 











































































































ⅲ) 作文わたし(ぼく)と算数(一回目)  



























ⅳ) 単元はこの形での Waku の活動 





が考える場面での Waku の発言である．  
 
プロトコル７  

















































































































































































































































ア イ デ ン テ ィ テ ィ と 関 連 す る こ と は







Gresalfi & Hodge (2009) が扱うほど，儀礼的
ではない．Waku の場合，授業中は楽しんで
授業に参加しており(プロトコル１，２，８)，
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如何なる強迫性をも受けている様子はない． 


















(２) 高橋 (2014) の研究 









高橋  (2014) では調査参加者が二年生期
と三年生期の四時点でデータを収集し，一
名の児童  (女子 ) のデータを解釈，考察し
た．この一名をニックネームで Yuri と呼ん
だ．インタビューアーを I とした．  
② 参与観察した算数授業 
Yuri が所属する学級の担任は，二年生時
では 30 代の教師経験が約 12 年の男性であ




１での単元はかけ算であり，2012 年 10 月








年 10 月 25 日から 11 月５日までの間に七回
の授業が実施された．七回のうち二モジュ
ールを続けて実施したのは三回であった．  







高橋  (2013) と同様である．  
















理由を  Yuri は次のように述べた．  
 
プロトコル１  
































































思う．   
 
 時点４では算数数学と生涯係わる理由と









ていた．   
 時点１のインタビューにおいて，Yuri は
算数が好きであると言い，さらに次のよう
に述べた．   
 
プロトコル６  





























































































































































時点４のインタビューでは  Yuri は級友
について次のように発言した．  
 





















































































Yuri はあげている  (プロトコル５)．時点４















文１，２)．好意的な情意の形成は  Yuri の
認知的成功がもたらすもので，数学的知識
の獲得  (プロトコル６，８，作文１，２ )，
問題解決の成功  (プロトコル９ ) が，その
形成の契機となっている．算数に関する認
知的な成功経験が良好な情意を形成するこ
とは，高橋  (2013) で報告した  Waku のケ
ースにも見られた．算数数学に関する中学
生の認知と情意との因果関係  (湊  & 鎌田，






には  Yuri は繰り返し好意的な情意を示し
た  (プロトコル７，作文２)．Yuri にとって
分数は折り紙を折ることによって，分母が
無限に大きくなる数で ,“きりがなくなる ” 

















属意識を左右してもいる  (プロトコル 11)．
こうした自他の認知的成功に対する評価が，
時点１では  “羨ましい”, “かわいそうだな”  
(プロトコル 10) などの情意的な発言とし
て，時点２では  “すごい” (プロトコル 12)，
時点３では“計算すごい” (プロトコル 14)，
時点４では“分かる人はすごい” (プロトコ
ル 15) などの発言として表れている．  
自他の認知的成功に対する評価の他に，
Yuri は算数を行う学級集団を仲間と見做
す意識をもっている．算数には  “自分の力” 





ている際の級友は  Yuri にとって切磋琢磨





たい” (プロトコル 16) 者であり，時点２で
は自分たちのために  “頑張ってくれてる” 
(プロトコル 12) 者で，時点４では教師は  
“教えてくれる大事な人” (プロトコル 18) 
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存在” (プロトコル 17) である．時点３の年
度では新担任となったことから，その影響
がこのメタ的意識に影響を及ぼしたとも考
え得るものの，算数授業では  Yuri にとっ
て教師は数学的知識と共に自分の頭脳に記
憶される者として意識されている．Yuri の
この発言は重松他  (1990) の知見とも関連
するだろう．  
(３) 高橋(2015)の研究 





る仮設を示すことであった．   
 高橋  (2015) による研究の研究方法は，





時点で調査を行った．一名の小学生  (女子) 
の主としてインタビューデータを解釈し，
考察した．この一名をニックネームで  Aya 








であり，2012 年 10 月 24 日から 11 月 28 日
までの間に 21 回の授業が実施された．   
 時点２での単元は，はこの形であり，2013
年２月 25 日から２月 28 日までの間に四回
の授業が実施された．   
 時点３での単元は，大きな数であり，2013
年 10 月 25 日から 11 月５日までの間に七回







2014 年 11 月 19 日から 12 月２日までの間
に六回の授業が実施された．   






























(2014) の幾つかの分類とほぼ一致する．  
ⅰ) 算数数学の情意としてのアイデンティ
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ティ 
















中が絡まると言い，メタ認知的に捉えた．   















































































































































 苦手だから，やる気がでる算数．  













７，９，11，作文１) であった．  
ⅱ) 算数数学の重要性に関するアイデンテ
ィティ 










この様に  Aya は算数を覚えないと大人に
なって大変なことになると述べた．  


























時点３では  Aya にとって，算数は大人にな
っても使うし，面白いものであり，更に，世
の中に算数がないと困るとも述べていた．  









時点４では  Aya にとって，算数の重要性の
理由は，大人になって使うこと，数字や形
が身の回りに存在していることであった．  











時点５では  Aya にとって，算数は大人にな
ってよく暮らせるために大事なものであっ
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た．  

















 時点１から時点６を通し Aya の算数数
学の重要性に関するアイデンティティは，
一貫して高いものであった  (プロトコル 13，
14，15，16，17，18，作文１)．この重要性
には大人になって算数を使うということの
他に，算数の存在自体に対する  Aya の意識
が関連していた  (プロトコル 14，16，18)． 
ⅲ) 学習観としてのアイデンティティ 




























































































消極的になり  (プロトコル 20，21，23)，時
点５以降は英語や水泳以外の塾や習い事を
止めている  (プロトコル 22，25)．時点６で
は，楽しい学習しかしない  (プロトコル 23，
24)，他の学習も英語と同じく思えれば楽し













については認知に係る状態が  Aya にとっ
て問題点であったからだろう．小学二年生
がメタ認知的に自己の認知を捉えなければ








ら頑張れる  (プロトコル９，作文１ ) とい
う肯定的な情意とも関連するものであった． 
 時点５，６で  Aya は算数は好きではない
という数学的アイデンティティを明確に表
すけれども  (プロトコル 10，11)，それ以前








ロトコル 10，11)．  
Aya にとって算数が楽しい理由は，教材



























により，形成されることの証左である．   
時点６で否定的な態度があり，算数が楽
しいという情意もあるのであれば，この態












になっても使う  (プロトコル 13，14，15，
16，17，18，作文１) という数学的アイデン
ティティをもっていた．このアイデンティ















の共感であろう．更に  Aya は，時点４では
身近に数字や形が存在すること  (プロトコ
ル 16)，時点６では身の回りに算数で覚えた












通っている  (プロトコル 19)．しかし，時点
４以後は自宅であまり学習をしなくなって
いる  (プロトコル 20，21，23)．時点５以後
は塾もやめ，習い事としては英語を続けて
いるのみである  (プロトコル 22，25)．自宅
での算数学習をあまりしなくなった時期は，
Aya の算数への好意性が低下した時期とほ
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ぼ一致する．この一致は，小学三年生だっ
た  Aya に心的な転換期があったことを示
すのではなかろうか．  
 この転換期は時点５と６とにおける  Aya 
の発言により，更に明確になる．時点５で
は，Aya は塾を辛くなってやめ，学習は学
校で頑張っている  (プロトコル 22) と述べ
ている．時点６では，Aya は楽しいことだ
けしかしない  (プロトコル 23)，自分のやり
たいことだけしかしない  (プロトコル 24) 
と述べ，塾や習い事，学校での算数学習に
関し，学習への，より強い自己意識を形成
したことを表している．   
 Aya は英語は楽しいから自分からやって





























































真に  Aya の固有のものとなるだろう．  
 Aya の学習観としてのアイデンティティ
の転換をもたらしたのは，情意としてのア
イデンティティの自覚  (プロトコル 23，24) 
であった．この自覚は  Aya が自ら気づいた
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